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死亡災害 発生状況

令和2年 令和3年
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業種別 発生状況 令和2年 令和3年

墜落、転落

26%

交通事故

29%

はさまれ、巻込まれ

12%

飛来、落下

3%

崩壊、倒壊

3%

おぼれ

3%

高温・低温物の物との接触

3%

感電

3%

その他

18%

令和3年 事故の型別 発生状況

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大阪府下における令和 3 年の死亡災害は、9 月 27 日現在の速報値で前年同

期より増加しており、業種別でも、陸上貨物運送事業が９人と令和 2 年の 1 年

間の発生より増加となりました。また、事故の型別では、交通労働災害（10 人）

と墜落・転落災害（９人）で全体の 55%を占めています。 

 このような状況に加え、これからの時期は日没が早くなり、視認可能な作業

環境の変化や年末にかけて作業が輻輳することで「あわて作業」になるなど労

働災害が増加する要因が加わる時期でもあります。 

 さらに新型コロナウイルス感染症対策の徹底、交通労働災害の防止に向けた

交通ルールの遵守、高所作業におけるフルハーネス型墜落制止用器具の点検の

実施、感染予防を含めた健康状態の確認などに全員で取り組むことも求められ

ています。 

 このことから、10 月から 12 月の残り３か月を無災害で過ごすため、リスク

“ゼロ”大阪推進運動を中心として、「３か月無災害チャレンジ活動」に取り組み

ましょう。 

新型コロナウイルス感染症対策を

徹底しながら、「あわて作業」にな

らないようにチュウ意するんじゃ！ 

R03.09 

令和 2 年に比べ 
大幅に増加！ 
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業種別交通労働災害発生状況

☑ 視認性向上 
・他車両からの視認性向上のため、早朝、夕方早めの点灯を励行。 

☑ 季節・天候対策 

・積雪や路面凍結などについて、交通安全情報マップなどを活用し、

情報提供を行い、「急ハンドル」「急ブレーキ」等急の付く動作やス

ピードの出しすぎに対して注意喚起する。 

☑ 二輪車運転対策 
・「安全ベスト」、「ヘルメット」の着用を底する。 

・雨天時のマンホールなどの上でのスリップや 巻き込

み事故など、二輪車運転時の危険性などについ

て教育する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チェック項目  

１ 睡眠不足・飲酒や薬剤等の影響はありませんか？  

２ 交通危険予知訓練（KY）を実施しましたか？  

３ 走行計画を把握・理解していますか？  

４ 急な天候の変化など気象情報を確認しましたか？  

５ 乗車・走行前の車両の日常点検整備を行いましたか？  

６ 今日も一日ご安全に活動に取り組んでいますか？  

チャレンジ「交通労働災害０」 

 大阪府下の交通労働災害は、労働者による死亡災害の約３割

を占め、さまざまな業種に携わる労働者に起きており、ひとたび被災

すると重大な災害につながるおそれがあります。 

 交通労働災害を減らすためには、トラックやバス・タクシーの運転

業務に従事するドライバーだけでなく、移動や送迎、配達などのため

に自動車・バイク・原動機付自転車の運転業務に労働者を従事

させるすべての事業者が安全への取組を行う必要があります。  

 そのため、交通労働災害防止のためのガイドラインに基づく対策を

進めるほか、視認性の向上や季節・天候などへも配慮しつつ、「交

通労働災害０」にチャレンジして下さい。 

すべてのドライバーを交通労働災害から守るために 

交通労働災害を防止するために 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000102664.html 

交通労働災害の現状と防止対策 

 https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/kotsutaisaku1505.html 

交通労働災害防止 検索 

交通労働災害の現状と防止対策 検索 

交通労働災害について、詳しくは以下のホームページをご覧ください。 

☑ 適正な労働時間等管理・走行管理 
・走行の開始・終了や経路についての計画を作成する。 

・早朝時間帯の走行を可能な限り避け、十分な休憩時間、仮眠時間

を確保する。 

☑ 教育の実施 
 以下を含め、雇入れ時などや日常の安全衛生教育を実施する。 

・十分な睡眠時間の必要性の理解 

・飲酒による運転への影響の理解 

・交通危険予知訓練による安全確保 

・交通安全情報マップによる実態把握 

☑ その他 
・交通労働災害防止のための管理者を選任し、目標を定める。 

・運転者に対し、健康診断や面接指導などの健康管理を行う。 

・異常気象や天災の場合、安全の確保のため走行中止、徐行運転

や一時待機など、必要な指示を行う。 

・自動車の走行前に自動車を点検し、必要に応じて補修を行う。 

☑ 交通労働災害防止の意識高揚 
・交通事故発生状況などを記載した交通安全情報マップを作成する。 

・ポスターや標語を掲示して、安全について常に意識させる。 

☑ 点呼の実施 
・疲労、飲酒などで安全な運転ができないおそれがないか、乗務開始前

に点呼によって確認する。 

☑ 荷役作業を行わせる場合 
・運転者の身体負荷を減少させるため、必要な用具などを備え付ける。 
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業種別・墜落・転落災害発生状況

「必ず安全帯を着用する」「必ず安全帯を使用する」ことを定めたルールを作りましょう 

１ 元方事業者 

（１）適宜作業場所を巡視し、作業者の安全帯の使用状況を監視しましょう。 

（２）安全衛生責任者、足場組立て等作業主任者、職長等に対し、配下の作業員の安全帯の

使用状況を監視するよう指示しましょう。 

２  

（１）配下の労働者について、安全帯の使用状況を監視し、未使用である場合については、直ちに

作業を中止させ、使用するまで作業はさせないルール作りを行いましょう。 

（２）現場内の墜落危険箇所を周知し、確実に安全帯を使用させましょう。 

安全帯の確実な使用 

１．安全帯を使用する場合には、適切な安全帯取

付設備を設置しましょう。 

２．足場の最上層などで組立て作業を行う際には、

あらかじめ、安全帯取付設備を設置して下さい。 

安全帯取付設備の設置 

危険体感教育・訓練の実施 

現場の中にある様々な危険を実際の設備を使って具体的

に経験・体験することで「見て、聞いて、触れて、感じる」という

人間の五感をとおして危険に対する感受性を向上させる効

果があります。胴ベルトでは内臓や腰骨への衝撃も大きく、身

動きがとれませんが、ハーネス型は頭部が下になることなく、救

出されるまでの負担も少ないと言われています。 

【二丁掛け安全帯】を基本に足場や鉄骨の組立て等の作

業時は墜落時の衝撃を緩和するフルハーネス型安全帯を使
用しましょう。 

安全帯のガイドライン 

第 4 の 2 の（2）のエ 及び 第 4 の 3 の（2）のエ 参照 

二丁掛けフルハーネス型安全帯の使用 

開口部周辺作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チェック項目  

１ 作業床を設けていますか？  

２ 作業床に、手すり、下さんはついていますか？  

３ 
作業床が困難な場合は、フルハーネス型墜落制止用器具 

（安全帯）を使用していますか？ 
 

４ 開口部などには、囲いなどを設けていますか？  

５ 安全パトロールを行っていますか？  

６ 命綱 GO 活動に取り組んでいますか？  

 大阪府下の墜落・転落災害は、労働者による死亡災害

の約３割近くを占めています。 

 また、墜落・転落災害は重篤な災害に繋がりやすく、死

亡災害も毎年、発生しています。 

 各事業場におかれましては、職場の安全点検を実施し、

「墜落・転落災害ゼロ」にチャレンジして下さい。 

すべての作業者を墜落・転落災害から守るために 

墜落制止用器具の改正 検索 

墜落制止用器具の規格 検索 

墜落制止用器具のガイドライン 検索 

①開口部周りの照明は明るく保ちましょう。 

② 飛来落下防止用の養生ネットが設けられていることを確認しましょう。 

③ 高さ 85 ㎝以上の手すりが設けられていることを確認しましょう。 

④ 物の落下防止用幅木が設置されていることを確認しましょう。 

⑤開口部付近には材料を置かないようにしましょう。 

⑥開口部手すりに材料を載せかけてはいけません。 

「安全帯の規格」を改正した新規格「墜落制止用器具の規格」を告示しました 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_03290.html 

墜落制止用器具の規格 

https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=74ab6770&dataType=0&pageNo=1 

墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000212834.html  



○ 作業者への安全衛生教育の促進はもとより、各級管理者等
に対する安全衛生教育についても計画的に行う。 

○ 危険体感教育の実施により、作業者の危険感受性を高め

る。 
○ ｅラーニング教材を活用した教育にも取り組む。 
○ 建設業における送り出し教育を確実に実施する。 

○ 非正規労働者に対し作業内容を理解させ、安全作業のため
の雇い入れ時の安全衛生教育を確実に実施する。 

○ 高年齢労働者、外国人労働者等においては、身体機能の低

下や作業に不慣れなことなどによる災害の発生が懸念されること
から、雇入れ時教育や危険体感教育等について、それぞれの特
性に応じた教育を行う。 

○ 入職一年未満の経験の浅い者に対する安全作業スキルアップ
教育を実施する。 

○ 労働者自らも進んで安全衛生教育を受講し、危険感受性を

高め、健康の保持増進に努める。 

○ 小売・飲食業の各店舗内に労働災害防止資料が掲示でき

る安全掲示板を設置し、災害事例等を掲示することなどによ

り、安全意識の高揚を図る。 

○ 店長は、職場チェックリストをもとに店舗内を巡視する。 

○ 小売業には携帯用の安全チェックシート（あきんど 安全カード 

など）、飲食店には携帯用の安全チェックシート（食い倒れ 安

全カード など）を用い、作業者自らの安全を確認する。 

○ 交通労働災害を分析し、地域の交差点危険マップ・事故発

生マップを作成し、安全掲示板等で周知する。 

◆ 今日も一日ご安全に活動 ◆ 

○ 「年間安全衛生計画」を作成し、実行することにより「安全衛生活
動」を見える化する。 

○ 事業場・現場・店舗等の総点検を実施し、「危険場所」、「危険箇

所」及び「危険作業」を見える化する。 
○  墜落・転落、転倒、はさまれ・巻き込まれ、切れ・こすれ等の危険場

所等を「危険マップ」により見える化する。 

○ 交通事故の危険を感じた事例（ヒヤリ・ハット事例）の収集と交通
ＫＹＴや交通安全情報マップの活用などで「交通労働災害防止活
動」を見える化する。 

○ 危険有害物質等の有無（作業環境）、ばく露防止方法等（作業
管理）を見える化する。 

○ ストレスチェック制度をはじめとするメンタルヘルス対策、過重労働によ

る健康障害防止対策等の健康管理活動を見える化する。 
○ 各企業・事業場・現場・店舗等におけるトップ自らが安全衛生に対す

る取組を宣言し、すべての労働者と安全衛生意識を共有する。 

・建設業における「現場所長安全宣言」を現場の見やすい場所に掲示 
・製造業における「工場長安全宣言」を事業場の見やすい場所に掲示 
・小売業や飲食店の各店舗における「店長安全宣言」をバックヤードの

見やすい場所に掲示 

○ 労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針に基づく「年間安全衛生計画」
に、リスクアセスメントの実施及び結果に基づく措置を盛り込む。 

○ 作業毎にリスクアセスメントを確実に実施し、これに基づく低減措置の実施及び

残存リスクの見える化を図る。 
○ リスクアセスメント作業手順書を作成し、これに基づき安全な作業を徹底する。 

◆ リスク評価推進活動 ◆ 

◆ 命綱ＧＯ活動 ◆ 

○ 建設現場において、安全帯の確実な使用を徹底するため、安全帯

試行訓練（作業前に安全帯の点検を兼ねて、単管等にてフックの着

脱訓練を行う）を実施する。 

○ 安全帯使用の重要性を再認識し、墜落危険箇所では作業者間で

相互の使用の確認を徹底する。 

○ 作業床や手すりの設置が困難な場所での作業時に親綱等安全帯

取付け設備の設置を徹底する。 

○ 二丁掛け安全帯を基本に、高所作業における墜落時の衝撃を緩和

するフルハーネス型安全帯の使用を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チェック項目  

１ 職場内で「4S」を実施していますか？  

２ 職場内で「KY 活動」を実施していますか？  

３ 安全教育・研修を行っていますか？  

４ 朝礼や夕礼で安全意識の啓発を行っていますか？  

５ 事業場のトップが安全パトロールを行っていますか？  

６ リスク“ゼロ”大阪推進運動に取り組んでいますか？  

チャレンジ「リスク“ゼロ”大阪推進運動」 

◆ 安全 Study 活動 ◆ ◆ 安全見える化活動 ◆ 

 大阪府下の労働者による死亡災害は、前

年同時期より増加しています。 

 また、これからは、日没時間が早くなることや

年末に向け作業が輻輳するなど労働災害が

増加する要因が加わる時期でもあります。 

 各事業場におかれましては、「リスク“ゼロ”大

阪推進運動」を中心として、「３か月無災害」

にチャレンジして下さい。 

 

リスク“ゼロ”大阪推進運動 検索 

ご安全に!! 


